
議会だより
かつらぎ

109
2026.05

みんな

＼ あそびにきてね／

かつらぎ西部公園楽しいよ

0２　 住民の願いがカタチになった予算
16　 一般質問 町民のおもいを届ける60分
28　 初めての主権者教育を実施



令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
１
１
３
億
９
５
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
比
で
８
億
２
３
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

減
額
と
な
っ
た
要
因
は
、
妙
寺
団
地
第
４
期
建
て
替
え
工

事
費
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
、
国
勢
調
査
に
よ
る
本
町

の
人
口
減
少
に
よ
っ
て
交
付
税
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
れ
で
も
予
算
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
力

を
入
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

・
地
域
公
共
交
通
運
行
事
業　
（
４
ペ
ー
ジ
）

・
高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業　
（
５
ペ
ー
ジ
）

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業　
（
６
ペ
ー
ジ
）

・
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
整
備
事
業　
（
８
ペ
ー
ジ
）

・
修
学
旅
行
費
補
助
事
業　
（
９
ペ
ー
ジ
）

・
三
谷
公
民
館
整
備
事
業　
（
９
ペ
ー
ジ
）

向
上
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

予算全体では民生費の比重が大きい。

!  ５年前の予算と比較して
かつらぎ町の予算は、社会保障費や物価上昇の影響により増加傾向にあります。

特に教育費が大きく伸びている。給食費の無償化や三谷公民館建て替え費用などが
理由である。人口減少により税収は伸びにくく、財政構造は厳しさを増している。
そのため、事業の選択と集中や効率化が求められ、限られた財源を重点施策へ配分す
る運営へと変化している。議会だよりキャラクター

「かきかあちゃん」

クラブハウス内に自由に使えるキッズスペースがあり、芝生公園には大型遊具が設置される予定

遊びに出かけるところが増えたね（佐野こども園 園児）

住
民
の
願
い
が
カ
タ
チ
に
な
っ
た

予
算

令
和
８
年
度 

予
算
概
要

歳出

議会費 1億71万円

町全般の
管理事務経費、
選挙など

総務費
15億5518万円

衛生費
8億

8973万円

保健、ごみ、
し尿処理など

民生費
33億

4049万円

福祉、介護、
子育てに使う
お金

商工費
１億4197万円

農林水産業費
3億6338万円

教育費
16億

1499万円

土木費
8億5179万円

消防費
５億4009万円

その他
6億

276万円公債費
13億

9391万円

借り入れの
返済金

歳入

その他
10億
465万円

繰入金
９億7634万円

町債
10億3200万円

借入金

諸収入
１億3714万円

寄附金
4億2221万円

ふるさと納税の
寄附金も含まれる

県支出金
6億5370万円

県からの補助金

地方交付税
42億1700万円

自治体の規模や
財政に応じて
国から交付されるお金

町税
20億1552万円

町民税・固定資産税など
私たちが納めるお金

国庫支出金
9億3644万円

保育や医療など
使い道の決まった
補助金

一般会計 １１３億９５００万円（前年度比 ８億２３００万円減額）
令和８年度予算 ※万円未満は切り捨て
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その他

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

R8予算額

R3予算額

５年前との予算比較

住 み こ こ ち を 求 め る 予 算

2026.5.1  109号 │ 0203 │ 傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。傍聴議会を して 実際に傍聴してみたかった。良かったと思う。

説明資料がもうひとつわかりにくかった。[70代]

予
算
内
容



内容

令
和
８
年
度
か
ら
デ

マ
ン
ド
乗
合
交
通

（
か
つ
ら
い
ど
）
が

本
格
運
行
す
る
。車
両
は
５
台
。

目
的
地
へ
の
運
行
は
８
時
か
ら

17
時
30
分
。
帰
宅
便
は
19
時
30

分
ま
で
延
長
し
、
朝
の
時
間
帯

に
三
谷
、
見
好
エ
リ
ア
も
加
え

る
。「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
」
を

南
は
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
、
北
は

か
つ
ら
ぎ
北
部
連
絡
線
（
旧
広

域
農
道
）
ま
で
拡
張
す
る
。

１
回
の
利
用
料
金
は
６
０
０

円
。
１
か
月
乗
り
放
題
が

３
０
０
０
円
で
、
こ
ち
ら
に
人
気

が
あ
る
。
令
和
７
年
10
月
か
ら
令

和
８
年
２
月
の
５
カ
月
間
の
利

用
者
数
は
延
べ
３
５
４
０
人
。
利

用
人
数
が
増
え
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
「
か
つ
ら
い
ど
」

と
の
連
携
を
強
化
し
、
通
院
コ
ー

ス
の
再
編
を
検
討
す
る
。

内容

マ
ル
チ
タ
ス
ク
カ
ー
（
移
動
式
役
場
）
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
回
線
を
設
置
す
る
の

で
、
町
内
ど
こ
で
も
証
明
書
の
発
行
や
各
種

行
政
手
続
き
、
相
談
窓
口
（
通
信
回
線
を
使
っ
た
専
門

職
員
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
。
移
動
式
の
期
日
前
投
票
所
に
も
な
る
。
自
治

区
と
の
連
携
が
カ
ギ
。

内容

65
歳
以
上
で
、
医
師
に
よ
っ
て
補

聴
器
の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
人
な
ど
に
対
し
、
新
規
購
入
時

１
人
上
限
３
万
円
の
補
聴
器
購
入
補
助
を
実

施
。
町
は
、
難
聴
を
放
置
す
る
と
認
知
機
能

の
低
下
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
講
座
な
ど
も

開
き
啓
発
に
力
を
入
れ
る
。

問 
電
話
で
の
予
約
が
９
割
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
す
れ
ば
、

電
話
予
約
の
際
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

通
知
が
届
く
。
サ
ポ
ー
ト
に
も

力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

企
画
公
室
長　
地
域
の
サ
ロ
ン

な
ど
に
出
向
き
、
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
。
周
知
に
も
力
を
入
れ
る
。

内容

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
導
入
す
る
家
庭
に
対
し
、
補
助
を

実
施
す
る
。
事
業
実
施
期
間
は
令
和
８
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
。

問 

補
助
の
内
容
は
。

住
民
環
境
課
長　
想
定
事
業
費
総

額
２
８
０
万
円
程
度
で
最
大
82
万
円

の
補
助
と
な
る
。
売
電
は
不
可
。
発

電
量
は
平
均
的
な
家
庭
の
１
日
分
。

問 

補
助
対
象
は
何
ｋ
ｗ
ま
で
か
、

ま
た
設
置
の
実
績
は
。

住
民
環
境
課
長　
７
ｋ
ｗ
や
10
ｋ

ｗ
も
対
象
と
な
る
が
、
補
助
金
は

５
ｋ
ｗ
分
ま
で
。
令
和
７
年
度
の

和
歌
山
県
の
実
績
は
、
２
０
９
件

で
そ
の
う
ち
本
町
は
10
件
。

問 

不
足
す
れ
ば
補
正
す
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
県
と
協
議
し
つ

つ
、
追
加
を
考
え
た
い
。

問 

補
聴
器
の
値
段
は
。

福
祉
介
護
課
長　
ポ
ケ
ッ
ト
型

で
３
～
13
万
円
、
耳
掛
け
型
・

耳
穴
型
で
５
～
60
万
円
。
県
内

で
８
自
治
体
が
実
施
し
て
お
り
、

補
助
額
は
２
～
４
万
円
。

問 

補
助
費
用
の
増
額
は
検
討

で
き
な
い
か
。

福
祉
介
護
課
長　
令
和
８
年
度

は
３
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
状

況
を
踏
ま
え
、
見
直
す
必
要
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

外出のきっかけに
この事業により、

公民館で皆さんの交流が
増えると嬉しいです。

0 200 400 600 800 1000 1200
(人)

役場（77）役場（77）

駅（361）

個人医院を含む医療機関（778）

買い物ができる店舗（990）

種類が豊富
自分にあった補聴器を探そう

マルチに活躍することを期待

屋内にある太陽光と蓄電池の表示パネル
リアルタイムで電気の使用状況が分かる

利便性の向上が図られた「かつらいど」

目的地別乗降人数の上位４ヵ所
（令和７年10月1日から令和８年２月末）大切な補助制度

声や音が聞こえにくいのは
ストレス。

不安軽減のためにも重要。

乗
合
交
通
「
か
つ
ら
い
ど
」
本
格
運
行
へ

購
入
に
補
助
金
３
万
円

蓄
電
池
と
太
陽
光
発
電
に
補
助

マ
ル
チ
タ
ス
ク
カ
ー
で

サ
ー
ビ
ス
向
上

妙寺
伊
い
勢
せ
川
がわ
　理

おさむ
さん（右）

山
やま
髙
たか
　貢

こう
平
へい
さん（左）

三谷公民館長　坂
さか
上
うえ
　文

ふみ
孝
たか
さん（右）

主事　正
まさ
木
き
　元

もと
治
はる
さん（左）

緊急時の生活のために
災害時に停電したら

わが家は約３日間の電気を
賄えます。心強い。

佐野
林
はやし
辻
つじ
　清

きよ
行
ゆき
さん

地
域
公
共
交
通
運
行
事
業

５０２９
万円

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

30
万円

太
陽
光
発
電
等
導
入
支
援
事
業

４１０
万円

出
張
窓
口
整
備
事
業

２３３
万円

2026.5.1  109号 │ 0405 │ 傍聴議会を して 町の現況、未来のため、細部まで質疑応答されていて勉強になり
ました。[60代] 傍聴議会を して 議案内容の説明について、フリップを使うなどしてわかりやすい

説明をしていただきたい。[60代]

注
目
予
算



内容

し
尿
処
理
施
設
で
あ
る
橋
本
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
（
１
市
２
町
）
の
建
て
替
え
が
、
令
和
７

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
の
５
年
間
で
実
施
さ
れ

る
。
建
設
全
体
に
お
け
る
本
町
の
負
担
予
定
額
は
、

10
億
８
４
３
５
万
円
。
令
和
８
年
度
は
、
整
備
基
本
計
画

を
作
成
す
る
。

内容

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
を
本
町

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
新
た

な
試
み
。
３
年
の
任
期
中
に
農

業
の
技
術
を
習
得
し
て
も
ら

い
、
地
域
に
な
じ
め
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
。
農
地
の
確
保
、
就
農

関
係
の
補
助
金
の
活
用
も
支
援

す
る
。
募
集
は
２
人
。
10
月
実

施
を
め
ざ
す
。

問 

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
て
か

ら
何
人
を
採
用
し
、
町
内

に
残
っ
た
人
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　 

平

成
27
年
度
か
ら
18
人
を
採
用
し
、

町
内
に
残
っ
た
の
は
５
人
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業

３６５８
万円

内容

下
水
道
事
業
の
縮
小
に
よ
り
、
対
策
の

基
本
を
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
シ
フ

ト
。
合
併
処
理
浄
化
槽
を
普
及
す
る
た

め
補
助
金
を
拡
充
す
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
は
浄

化
槽
設
置
の
補
助
金
に
加
え
、
宅
内
配
管
工
事
費

と
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費
、
く
み
取
り
便
槽
撤

去
費
な
ど
に
補
助
。
住
民
負
担
が
少
な
く
な
る
。

問 

す
で
に
設
置
し
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
本

体
が
破
損
し
た
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
は
、
補

助
対
象
に
な
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
対
象
に
な
ら
な
い
。
ま
ず
く
み

取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
す
る
こ
と
を
優
先
す
る
。
耐
用
年
数

が
あ
る
の
で
、
今
後
は
検
討
が
必
要
。

昨年
リフォームしました

補助拡充により、リフォームを
検討している人には
大きな後押しです。

建設総額は約50億円（橋本市学文路現施設）
新規就農者で本町に定着することを期待したい

補助金の拡充により合併処理浄化槽が設置しやすくなる

緊急度の高いものから改修を実施する
（写真は妙寺地内）

橋
本
環
境
管
理

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
な
取
り
組
み

道
路
や
水
路
の
要
望

早
期
実
現
へ
意
欲

設
置
補
助
金
拡
充
へ

内容

令
和
７
年
度
に
立
て
た
３
箇
年
計
画
を
見
直
し
、
河
川
や
下
排

水
路
も
計
画
に
加
え
、
実
施
期
間
を
８
年
間
に
延
長
す
る
。
令

和
８
年
度
は
、
緊
急
度
の
高
い
工
事
を
実
施
し
つ
つ
、
町
道
佐

野
20
号
線
や
町
道
山
崎
高
野
線
の
道
路
改
良
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。
同
時

に
町
内
の
道
路
の
傷
み
具
合
を
調
査
し
、
舗
装
修
繕
計
画
を
立
て
る
。

橋
本
伊
都
衛
生
施
設

建
替
事
業

８０１
万円

道
路
等
の
要
望
に
関
す
る

早
期
対
応
計
画
事
業

１億
９４９０

万円

新
規
就
農
者
育
成
事
業

４１３
万円

三谷
西
にし
山
やま
　八

や
千
ち
代
よ
さん・西

にし
山
やま
　泰

たい
造
ぞう
さん

問 

な
ぜ
３
箇
年
計
画
と
い
う

名
称
を
８
箇
年
計
画
と
し

な
か
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　
８
箇
年
計
画
と
し

な
か
っ
た
の
は
、
で
き
る
だ
け

事
業
を
前
倒
し
で
短
縮
し
た
い

か
ら
。

2026.5.1  109号 │ 0607 │ 傍聴議会を して 一つの案について議員さんが質問し、それに答える職員さん。
こういうふうにして決まっていくのかと初めてしりました。[70代] 傍聴議会を して 事細かな議案を真剣な議論で勉強になりました。[50代]

注
目
予
算



内容

総
合
文
化
会
館
は
４
年
か
け
て
、
中
央
監
視
盤
の
入
れ
替
え
や

可
動
式
大
ホ
ー
ル
観
客
席
の
機
械
入
れ
替
え
、
舞
台
の
吊
物
、

音
響
、
照
明
設
備
な
ど
の
更
新
を
行
い
、
ア
ナ
ロ
グ
式
か
ら
デ

ジ
タ
ル
式
に
切
り
替
え
た
。
近
隣
で
こ
の
よ
う
に
本
格
的
な
改
修
を
行
っ

た
事
例
は
な
い
。

内容

大
型
遊
具
２
基
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
１

基
が
、
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
に
設
置
さ
れ

る
。
大
型
遊
具
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
要
望
の
多
か
っ
た
も
の
を

選
定
。
で
き
る
の
が
楽
し
み
。

問 

ど
ん
な
遊
具
を
設
置
す
る
の
か
。
維
持
費
は
。

建
設
課
長　
滑
り
台
や
ブ
リ
ッ
ジ
が
複
合
的
に
配
置

さ
れ
た
大
型
複
合
遊
具
１
基
と
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
１
基
を
予
定
。

設
置
場
所
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
南
側
、
芝
生
の
広
場
を
予

定
。
フ
ワ
フ
ワ
遊
具

の
年
間
維
持
費
は
25

万
円
か
ら
30
万
円
程

度
。

内容

町
立
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
費
に
補
助
金

を
出
し
、
保
護
者
負
担
を
ゼ
ロ
に
。
物
価
が

上
昇
し
て
も
町
が
全
額
を
負
担
す
る
。
町
外

の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
に
も
一
部
負
担
を
行
う
。

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
整
備
事
業

８０４３
万円

修
学
旅
行
費
補
助
事
業

１５２６
万円

問 
改
修
総
額
は
い
く
ら
か
。

生
涯
学
習
課
長　
約
５
億
４
０

０
０
万
円
。
改
修
に
力
を
入
れ

た
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
有
効

活
用
し
た
い
。

施設が
生まれ変わった

音響と照明を最高の機器に
更新した。使う人に喜びを

贈りたい。
とってもビックリ！

小学生と中学生の
子どもがいるので、

本当に助かるし嬉しい。

予定地にある旧幼稚園舎を現在解体作業中

思い出に残るテーマパーク（笠田中学校）

クラブハウス近くに大型遊具が設置される（かつらぎ西部公園）

音も照明も最新鋭の設備が低料金で使える（写真は大ホール）

クラブハウス

地域の夢が
やっと実現！！
公民館建て替えの

住民パワーで三谷をもっと
元気にして行こう！！

設
備
改
修
最
終
年
度

保
護
者
負
担
軽
減
に

公
民
館
い
よ
い
よ
建
設

大
型
遊
具
を
設
置

蛭子
琴
こと
音
ね
さん・竹

たけ
本
もと
　友

ゆう
希
き
さん・陣

じん
さん

完成
楽しみにしています

長時間滞在できる
子どもの遊びの場ができて

とても嬉しいです。

丁ノ町
中
なか
北
きた
　弥

み
優
ひろ
さん　中

なか
北
きた
　翔

と
隼
わ
さん三谷　北

きた
辻
つじ
　勝

かつ
彦
ひこ
さん

問 

今
ま
で
積
み
立
て
て
き
た

修
学
旅
行
費
を
、
ど
の
よ

う
に
返
金
す
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
現
金
も
し
く

は
口
座
振
替
で
返
金
す
る
。

内容

令
和
６
年
度
か
ら
計
画
が
始
ま
っ
た
三
谷
公
民
館
建
て
替
え

工
事
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
。
建
設
場
所
は
、
こ
ど
も

園
支
援
室
（
旧
三
谷
幼
稚
園
）
と
同
じ
場
所
。
こ
の
施
設
を

撤
去
し
た
跡
に
公
民
館
を
建
て
る
。
令
和
９
年
度
は
現
三
谷
公
民
館
を

撤
去
す
る
予
定
。
住
民
の
声
を
生
か
し
た
公
民
館
に
な
る
。

総
合
文
化
会
館
改
修
事
業

２億
１４２７

万円

三
谷
公
民
館
整
備
事
業

４億
６３２９

万円

生涯学習課
和
わ
田
だ
　光

こう
司
じ
さん
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目
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高野槙を
出荷しています

ニホンジカの被害を受けた高野槙

問 

な
ぜ
個
人
町
民
税
が
伸
び

る
の
か
。

税
務
課
長　
企
業
業
績
の
回
復

に
よ
る
給
与
所
得
と
、
退
職
者

の
再
就
職
に
よ
る
所
得
が
増
額

し
た
の
で
税
収
も
伸
び
る
。

内容

個
人
町
民
税
は
、
前
年
度
比
で
約
３
９
０
０
万
円
税
収
が

伸
び
る
見
通
し
。

個
人
町
民
税
伸
び
る
要
因
は

４
５
０
０
円
の
個
人
均
等
割
額

の
み
を
納
め
て
い
る
人
が
伸
び

て
い
る
の
は
、
60
歳
以
上
の
再

就
職
者
や
、
年
金
受
給
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

内容

寄
宿
舎
は
、
笠
田
中

学
校
が
開
校
さ
れ
た

あ
と
、四
郷
、天
野
、

志
賀
、
新
城
な
ど
山
間
部
の
生

徒
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
施
設
は
、
平
成
14
年
３
月
に

使
用
を
終
了
し
今
に
至
っ
て
い

る
。
昭
和
39
年
と
昭
和
49
年
に

建
設
さ
れ
た
施
設
２
棟
を
撤
去

す
る
。

問 
跡
地
の
利
用
は
生
徒
の
意

見
を
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し
い
。

教
育
総
務
課
長　
生
徒
の
意
見

も
聞
き
た
い
。

笠
田
中
学
校
寄
宿
舎
撤
去
へ

一
般
会
計
に
対
す
る
質
疑

予│算│審│議ようやく寄宿舎の撤去が行われる（笠田中学校）

有
害
鳥
獣
対
策
費
の
予
算
を
精
査

内容

有
害
鳥
獣
被
害
は
深
刻
。
町
は
実
態
に

近
い
予
算
を
組
む
た
め
、
過
去
５
年
間

の
平
均
に
よ
っ
て
予
算
を
算
出
し
た
の

で
昨
年
比
で
４
４
４
万
円
縮
小
し
た
。

問 
補
助
金
が
大
き
く
減
額
さ

れ
て
い
る
が
。

農
林
振
興
課
長　
こ
れ
ま
で
の

予
算
の
算
出
方
法
は
、
過
去
10

年
間
の
平
均
を
指
標
と
し
て
い

た
が
、
こ
の
期
間
中
に
は
捕
獲

数
が
特
に
多
か
っ
た
年
度
も
あ

り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
年

度
を
除
き
、
直
近
５
年
間
の
平

均
で
算
出
し
た
。

ほっとしました

問 

県
外
へ
の
周
知
と
し
て
、

旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
の
行

程
に
見
学
を
組
み
入
れ
る
こ
と

も
有
効
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
旅
行
会
社
へ

の
働
き
か
け
や
Ｐ
Ｒ
は
有
効
と

考
え
る
。
進
め
た
い
。

来館者が増えることに期待したい（展示状況）

内容

昨
年
11
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
天
野
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
の
来
館

者
数
は
４
カ
月
で
７
９
０
人
。
教
育
委
員
会
は
、
丹
生
都
比
売
神
社
に
来
る

参
拝
客
の
５
％
の
来
館
を
目
標
に
し
て
い
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の

来
館
者
が
増
え
ま
す
よ
う
に来館をお待ちしています

内容

移
住
希
望
者
が
、
本
町
に
来
て
移
住
を
検
討
で
き
る
よ
う

滞
在
費
を
補
助
す
る
。
補
助
金
は
宿
泊
費
の
２
分
の
１
。

最
大
３
泊
、
１
泊
１
人
３
０
０
０
円
。
現
地
に
案
内
し
先

輩
移
住
者
と
の
交
流
も
行
い
、
不
安
解
消
に
努
め
る
。
移
住
相
談
会

に
参
加
し
た
人
も
し
く
は
町
に

移
住
相
談
が
あ
っ
た
人
が
対
象
。

移
住
希
望
者
の
滞
在
費
に
補
助
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算
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問 
い
つ
ま
で
派
遣
す
る
の
か
。
ま
た

観
光
協
会
は
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
観
光
協
会
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
あ
り
、
事
務
局

は
フ
ル
ー
ツ
公
社
と
な
る
。

副
町
長　
フ
ル
ー
ツ
公
社
に
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、

観
光
協
会
が
法
人
格
を
有
し
て
い
な
い

の
で
、
事
務
局
を
公
社
に
移
し
１
年
程

度
で
観
光
協
会
に
法
人
格
を
持
た
せ
、

独
立
し
て
運
営
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

問 
空
調
設
備
使
用
料
の
違
い

は
、
設
置
台
数
に
よ
る
も

の
か
。

教
育
総
務
課
長　
設
置
台
数
に

よ
る
。
１
台
１
時
間
１
０
０
円

で
算
出
し
て
い
る
。

問 
空
調
設
備
使
用
料
の
支
払
い

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
使
用
申
請
時

に
電
源
の
鍵
を
渡
し
、
後
日
請
求

を
行
い
支
払
い
を
し
て
も
ら
う
。

問 

半
面
利
用
が
同
時
に
２
団

体
あ
っ
た
場
合
、
空
調
利

用
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
夏
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
で
も
あ
る
の
で
、
両

団
体
に
は
丁
寧
に
説
明
を
行
う
。

問 

平
均
使
用
水
量
で
ど
れ
だ

け
の
値
上
げ
に
な
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　
平
均
使
用
水

量
は
16
立
方
メ
ー
ト
ル
。
料
金

は
２
５
３
０
円
か
ら
１
４
０
円

程
度
増
え
２
６
７
０
円
に
な
る
。

問 

今
回
の
値
上
げ
の
積
算
根

拠
は
。

上
下
水
道
課
長　
収
入
で
支
出

を
賄
う
の
は
難
し
い
の
で
、
２

９
０
０
万
円
基
準
外
繰
り
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。
国
は
最
低
限

の
経
営
努
力
と
し
て
、
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
５
０
円
と

い
う
額
を
示
し
て
い
る
。
今
回

は
こ
れ
に
合
わ
せ
た
。

体育館の空調整備

避難所運営の質の向上 3月会議
（2/27～3/25）
補正予算 9件

条例 10件
専決 1件

新年度予算 7件
決議 １件

一般質問 7人

３月
会議

議│案│審│議
３
月
会
議
は
、
条
例
案
や
令
和
7
年
度
補
正
予
算
、

令
和
8
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
。
一
般
会
計
と
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
が
賛
成
多
数
、
そ
れ
以
外
の
予
算
は
す
べ
て

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

観光協会事務局が置かれるフルーツ公社

内容

本
町
の
下
水
道
の
公
共
料
金
は
、
町
が
設
置
し
た
管
路
の

整
備
費
と
、
維
持
管
理
費
を
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
の
が

基
本
だ
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
わ
な
い
と

採
算
が
合
わ
な
い
。
国
の
指
針
に
基
づ
き
最
小
限
の
値
上
げ
を
行
っ

た
。

内容

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
シ
ェ
ル
型
の
箱
を
積
み
、
そ
の
中
で
２
人

が
寝
泊
ま
り
で
き
る
災
害
活
動
支
援
車
両
１
台
を
購
入
す

る
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
仕
様
）。
シ
ェ
ル
型
の
箱
の
中
に

は
、
簡
易
シ
ン
ク
、
エ
ア
コ
ン
、
ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
車
両
は
荷
台
か
ら
脱
着
可
能
。
こ
れ
と
併
せ
、
簡
易
ト
イ
レ
用

テ
ン
ト
と
簡
易
ト
イ
レ
を
10
セ
ッ
ト
購
入
す
る
。

内容

町
は
、
観
光
協
会
の
経
済
的

な
自
立
を
目
標
に
フ
ル
ー
ツ

王
国
振
興
公
社
（
以
下
「
フ

ル
ー
ツ
公
社
」
と
い
う
）
に
観
光
協
会

の
事
務
局
を
置
き
、
派
遣
職
員
１
人
と

も
う
１
人
を
募
集
し
２
人
体
制
で
業
務

を
行
う
。

パ
ン
フ
や
チ
ラ
シ
の
制
作
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
す
る
。
フ
ル
ー
ツ
公
社

と
観
光
協
会
事
務
局
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
関
係
に
な
る
。

内容

小
・
中
学
校
の
体
育
館
お
よ
び
三
谷
こ
ど
も
園
と
か
つ
ら

ぎ
体
育
セ
ン
タ
ー
に
、
避
難
所
用
の
空
調
機
器
を
設
置
し

た
。
日
常
の
貸
し
出
し
時
に
、
空
調
を
使
用
で
き
る
よ
う

使
用
料
を
設
定
し
た
。
風
力
が
強
い
の
で
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
と
き
は
注
意
が
必
要
。
料
金
は
１
台
１
時
間
１
０
０
円
。

各
体
育
館
に

冷
暖
房
機
器
を
設
置

下
水
道
使
用
料
値
上
げ

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
型

災
害
活
動
支
援
車
両
の
購
入

快適な空間でエンジョイ スポーツ（かつらぎ体育センター） 購入予定の簡易トイレ「ラップポン」は
衛生的に使用・処理できる

ＱＲコードを読み取ると使い方動画を見られる

下水道使用料新旧比較表
区　　　分 改 正 前 改 正 後

基本使用料（10㎥まで） 1,430円/月 1,500円/月

超過使用料（1㎥につき） 143円/㎥ 150円/㎥

一般的な家庭　16㎥/月 2，530円/月（税込み） 2,670円/月（税込み）
※それぞれの額に消費税相当額を加算。ただし、10円未満の端数は四捨五入。
※改定時期　令和8年11月分から適用する。

観
光
協
会

経
済
的
自
立
を
目
標
に

始
動
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1月・3月会議採決状況（賛否が分かれた議案は5件）

会計名・件名
議員名

結果

松
岡　
宏
行

藤
本　
憲
一

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

溝
北　
好
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

１月会議

職員の給与等に関する条
例の一部改正
過疎地域持続的発展計画
の変更
一般会計補正予算（第９
号）など７件

10対0で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

３月会議

職員の公益的法人等への
派遣等に関する条例の一
部改正など9件
一般会計補正予算（第11
号）など8件

11対0で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一
部改正

10対1で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算
（第12号）

10対0で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

アメリカ・イスラエルによ
るイラン攻撃に抗議し即
時中止を求める決議

8対２で 
可決 － × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○

令
和
8
年
度
予
算

一般会計 9対1で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

シビックセンター
特別会計など４件

10対0で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業
特別会計

9対1で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療事業特別
会計

9対1で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対　欠は欠席

1月会議
（1/7～9）

補正予算 7件

条例 １件

事件議決 １件

１
月
会
議
は
、
１
月
７
日
か
ら

９
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
７
月
に

町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
あ
る

の
で
、
１
月
７
日
か
ら
７
月
26
日

ま
で
を
会
期
と
し
、
会
期
中
に
行

わ
れ
る
会
議
日
程
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例

改
正
及
び
各
会
計
予
算
を
審
議
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

議│案│審│議

１月
会議

反
対

制
度
の
廃
止
を
求
め
る

東
芝　
弘
明 

議
員

75
歳
で
切
り
分
け
、
一

人
一
人
を
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
囲
い
込
む
仕
組

み
は
、
世
界
に
前
例
の
な

い
差
別
医
療
で
あ
り
、
自

治
体
が
築
い
て
き
た
老
人

医
療
費
の
無
料
化
制
度
を

破
壊
す
る
も
の
。

賛
成

取
り
組
み
に
対
し
支
援
を

山
下　
慎
二 

議
員

高
齢
期
に
お
い
て
も
、

単
に
医
療
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
健
康

を
維
持
・
増
進
し
て
い
く

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

を
す
る
こ
と
は
、
結
果
と

し
て
医
療
費
の
抑
制
と
生

活
の
質
の
向
上
の
両
立
に

繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

反
対

独
自
施
策
で
負
担
軽
減
を

東
芝　
弘
明 

議
員

社
会
保
障
の
分
野
で

は
、
自
治
体
独
自
の
工
夫

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
理

念
の
な
い
負
担
増
に
異
を

唱
え
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
軽
減
を
図
る

べ
き
。
地
方
自
治
体
か
ら

国
の
制
度
を
変
え
よ
。

議
員
８
人
の
発
議
に

よ
る
「
ア
メ
リ
カ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
に
抗
議
し
即
時

中
止
を
求
め
る
決
議
」

が
、
本
会
議
に
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。
決
議
の
要
約
を

紹
介
す
る
。

【
要
約
】

ア
メ
リ
カ
政
府
・
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
は
国
際
法
違
反

で
あ
る
。
本
議
会
は
、

直
ち
に
攻
撃
を
中
止

し
、
交
渉
に
よ
る
平
和

的
解
決
を
要
求
す
る
。

わ
が
国
政
府
は
、
ア

メ
リ
カ
の
主
張
に
追
従

せ
ず
、
即
時
停
戦
と
国

民
生
活
を
守
る
た
め

に
、
独
自
の
外
交
努
力

を
尽
く
す
よ
う
求
め

る
。

…
… 賛否が

　　分かれる討論

反
対

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

求
め
る

東
芝　
弘
明 

議
員

負
担
は
限
界
。
高
す
ぎ

る
国
保
税
は
減
額
す
べ

き
。
被
保
険
者
か
ら
集
め

た
基
金
は
、
被
保
険
者
の

た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

負
担
軽
減
の
た
め
、
基
金

の
活
用
と
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
求
め
る
。

賛
成

制
度
理
解
の
促
進
も
必
要

山
下　
慎
二 

議
員

被
保
険
者
数
の
減
少
や

所
得
水
準
の
変
化
な
ど
、

制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は

さ
ら
に
変
化
し
て
い
く
。

効
果
的
な
保
健
事
業
の
推

進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
町
民
に
対
し
制
度
理

解
の
促
進
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

反
対

民
間
活
力
導
入
の

方
針
転
換
を

東
芝　
弘
明 

議
員

反
対
理
由
は
町
政
運
営

の
根
本
問
題
。
情
報
の
非

公
開
は
、
議
会
の
調
査
権

を
形け
い
が
い骸
化
さ
せ
る
。
営
利

企
業
を
過
度
に
優
先
す
る

現
在
の
行
政
運
営
は
、
か

つ
て
な
く
異
質
な
も
の
。

改
善
を
求
め
る
。

賛
成

戦
略
的
な
財
政
運
営
を

山
下　
慎
二 

議
員

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
最
低
限
の
公
平
性
を

担
保
し
、
必
要
な
事
業
を

見
極
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
も
、
歳
入
の

確
保
と
歳
出
の
適
正
化
を

図
り
つ
つ
、
柔
軟
か
つ
戦

略
的
な
財
政
運
営
を
求
め

る
。

一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度

後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

・ T O U R O
N ・

イ
ラ
ン
攻
撃
に

抗
議
し

即
時
中
止
を

求
め
る
決
議

可
決

2026.5.1  109号 │ 1415 │ 傍聴議会を して 障害認定について、区分については、慎重にしていただかないと
個人として困難が生じるため、きちんと対応するよう希望します。[50代] 傍聴議会を して 自分なりに考えて今後も関心を持って議会だよりや広報を見てい

きたいと思いました。[70代]

討
論



問 

島
地
区
の
道
は
44
年

前
、
整
備
を
優
先
す

る
た
め
に
町
道
か
ら
農
道

へ
変
更
さ
れ
、
土
地
改
良

事
業
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
現
在
、
工
事
完
了
か
ら

32
年
が
経
過
し
、
路
面
の

ひ
び
割
れ
や
凹
凸
が
激
し

い
。
住
民
は
毎
年
自
分
た

ち
で
道
路
補
修
を
行
っ
て

い
る
が
、
素
人
の
補
修
で

は
限
界
が
あ
り
「
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
歴
史

的
経
過
を
踏
ま
え
、
農
道

を
町
道
に
戻
し
た
上
で
、

行
政
が
責
任
を
持
っ
て
抜

本
的
な
修
繕
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

建
設
課
長　
町
道
の
認
定

基
準
に
は
、
拡
幅
計
画
が

あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
と
の
規
定
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
将
来
的
な
「
道

問 

卒
業
後
に
、
使
用
済

み
ラ
ン
ド
セ
ル
を
発

展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち

へ
贈
る
事
業
を
提
案
す
る
。

株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
な
ど
を
活
用
し
、
中

学
校
を
回
収
拠
点
と
し
て

夏
休
み
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を

集
め
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
も
な
る
。
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
活
動

を
具
体
化
で
き
な
い
か
。

運
送
業
者
な
ど
の
協
力
を

得
て
送
料
を
抑
え
る
工
夫

も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
総
務
課
長　
非
常
に

意
義
深
い
提
案
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
る
こ
と
で
、
多

文
化
共
生
へ
の
関
心
も
深

ま
る
。
中
学
校
を
拠
点
と

す
る
の
は
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
町
と
関
係
の
あ
る

運
送
事
業
者
と
の
連
携
な

ど
、
公
費
負
担
を
抑
え
つ

つ
持
続
で
き
る
仕
組
み
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

路
拡
幅
計
画
」
を
策
定
し
、

幅
員
を
４
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
す
る
こ
と
を
条
件
と
す

れ
ば
、
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
は
事
務
的
に
可
能
で

あ
る
。

町
長　
現
状
は
満
足
な
道

路
と
は
言
え
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
用
地
の
寄
附

な
ど
の
地
元
協
力
は
不
可

欠
だ
が
、
住
民
と
合
意
形

成
を
図
り
、
前
向
き
に
方

向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

各ページの二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を見ることができます。	

令和８年中に行った一般質問テーマ

中阪町長

農道を拡幅し町道に戻してほしい
東芝　弘明………………… 17

研修の宿泊費を公費負担すべき
滝ノ上万記………………… 18

駅周辺の開発についての考えは
山下　慎二………………… 19

水資源保護条例の制定を求める
大山　希世………………… 21

給付型奨学金制度の再検討を
藤本　憲一………………… 22

地域おこし協力隊の受け入れ充実
浦中　隆男………………… 23

自治区・町内会の必要性
溝北　好一………………… 20

農道を拡幅し
町道に戻してほしい

［町長］ 前向きに方向性を探りたい

東芝　弘明 議員

手作業で毎年住民が補修している（島地区の農道）

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
６０
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分

問 

子
ど
も
の
成
長
に
よ

っ
て
２
着
目
、
３
着

目
が
必
要
な
生
徒
の
た
め
、

中
学
校
の
制
服
の
リ
ユ
ー

ス
（
再
利
用
）
の
仕
組
み

を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
し
修
繕
を
施

し
た
も
の
を
「
商
品
」
と

し
て
再
販
す
る
こ
と
で
、

支
援
を
受
け
る
側
の
恥
の

意
識
（
ス
テ
ィ
グ
マ
）
も

払
拭
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

教
育
長　
構
想
は
素
晴
ら

し
い
が
、
実
現
す
る
に
は

困
難
を
要
す
る
。
議
員
提

案
の
仕
組
み
を
参
考
に
し
、

慎
重
に
研
究
し
た
い
。 

町
長　
昨
年
生
ま
れ
た
子

ど
も
は
56
人
、
制
服
の
製

造
ロ
ッ
ト
が
小
さ
す
ぎ
る

の
で
、
制
服
の
維
持
も
困

難
に
な
る
し
、
業
者
の
経

営
も
厳
し
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
へ
の
対
応
も
踏
ま
え
、

今
後
に
つ
い
て
考
え
る
。

制
服
の
リ
ユ
ー
ス
を

卒
業
後
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
海
外
に
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一
般
質
問

傍聴議会を して とことん納得がいくまで追求する姿が見られ、私たち町民の暮ら
しについて真摯に向きあってくれていることがよくわかりました。[60代] 傍聴議会を して 役場として、明確な解答が出来なかった件については、後日、委員

への報告はあるのですか。[70代]



問 
特
別
職
、
職
員
、
非

常
勤
職
員
、
そ
れ
ぞ

れ
の
旅
費
規
程
は
ど
う
定

め
ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
職
員・町
長・

副
町
長
・
教
育
長
・
議
員
・

会
計
年
度
任
用
職
員
・
非

常
勤
特
別
職
（
教
育
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
、
農
業
委

員
等
）
の
旅
費
は
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
条
例
を
通
じ
て
、

い
ず
れ
も
基
本
的
に
「
職

員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
」
の
規
定
に
基
づ
き
支

給
さ
れ
る
。
な
お
、
非
常

勤
特
別
職
は
一
般
職
員
相

当
額
を
そ
の
都
度
支
給
す

る
形
と
な
る
。

問 

区
長
会
と
町
議
会
が

年
に
１
度
意
見
交
換

会
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
住
民
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
非
常

に
有
益
な
場
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
よ
っ
て
会
合

の
費
用
に
つ
い
て
は
町
が

負
担
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
は
。

総
務
課
長　
自
治
区
長
と

議
員
と
の
意
見
交
換
会
は
、

役
場
主
体
で
は
な
く
議
会

と
自
治
区
長
会
が
毎
年
交

互
に
主
催
し
て
い
る
。
ま

た
、
意
見
交
換
会
後
の
懇

親
会
は
飲
食
を
伴
う
た
め
、

参
加
者
か
ら
会
費
を
徴
収

し
て
い
る
。

問 
民
生
委
員
や
青
少
年

指
導
員
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
研
修
会
に
参

加
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々

が
参
加
さ
れ
て
い
る
研
修

会
の
中
で
、
宿
泊
が
伴
う

研
修
会
も
あ
る
が
、
委
員

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

飲
食
代
や
宿
泊
費
の
本
人

負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

福
祉
介
護
課
長　
民
生
児

童
委
員
は
、
３
年
に
１
回

宿
泊
を
伴
う
視
察
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

費
用
負
担
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
代
・

宿
泊
費
は
町
が
民

生
児
童
委
員
活
動

旅
費
と
し
て
負
担

し
、
飲
食
費
は
参

加
者
の
個
人
負
担

と
し
て
い
る
。

こ
ど
も
未
来
課
長

青
少
年
指
導
員

は
、
２
年
に
１
回

宿
泊
を
伴
う
研
修

会
を
実
施
し
て
い

る
。
費
用
負
担
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
代
は
町

が
負
担
し
、
飲
食
費
・
宿

泊
費
は
参
加
者
の
個
人
負

担
と
し
て
い
る
。

問 
民
生
委
員
と
青
少
年

指
導
員
の
宿
泊
費
の

扱
い
が
異
な
る
が
、
そ
の

根
拠
は
。

福
祉
介
護
課
長　
民
生
児

童
委
員
は
、
民
生
委
員
法

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
あ
る
。
よ
っ
て
視
察

研
修
に
お
け
る
旅
費
の
公

私
負
担
の
区
分
は
、
本
町

の
「
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
」
に
準
じ
た
扱

い
と
し
て
い
る
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
青
少

年
指
導
員
の
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
研
修
だ
け
で
な

く
親
睦
を
深
め
る
と
い
う

部
分
も
あ
る
た
め
、
全
額

を
町
が
負
担
せ
ず
、
研
修

会
の
実
施
に
係
る
バ
ス
代

は
町
負
担
、
親
睦
に
係
る

飲
食
及
び
宿
泊
費
は
本
人

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

ま
と
め　

青
少
年
指
導

員
の
報
酬
は
１
人
当
た
り

年
間
１
万
円
と
、
民
生
児

童
委
員
や
区
長
と
比
較
す

る
と
一
番
少
な
い
額
で
あ

る
。
一
方
、
活
動
時
間
が

夜
間
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

街
頭
補
導
の
際
に
は
困
難

も
あ
る
た
め
、
知
識
や
経

験
も
必
要
と
な
る
。
よ
っ

て
、
青
少
年
指
導
員
が
参

加
す
る
研
修
時
の
宿
泊
費

も
公
費
負
担
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

そ
の
他　

障
害
支
援
区

分
、
介
護
認
定
に
つ
い
て

も
質
問
を
行
っ
た
。

問 

笠
田
駅
前
町
有
地
が

有
効
活
用
で
き
て
い

な
い
理
由
と
、
事
業
者
を

誘
致
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ

ー
チ
や
提
案
を
行
っ
た
の

か
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
は
。

管
財
課
長　
多
岐
に
わ
た

り
民
間
事
業
者
へ
相
談
・

検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
町

内
の
新
規
事
業
展
開
を
希

望
す
る
事
業
者
に
も
案
内

を
実
施
し
た
が
、
面
積
が

小
さ
い
こ
と
や
、
周
辺
道

路
よ
り
低
い
立
地
条
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
造
成
な

ど
の
整
備
が
必
要
と
な
る

た
め
、
採
算
ラ
イ
ン
に
合

わ
せ
る
事
業
化
は
困
難
で

あ
る
と
い
う
判
断
も
あ
り
、

大
き
な
進
展
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

問 

若
者
や
子
育
て
世
代

に
向
け
た
戦
略
と
、

交
通
結
節
点
と
し
て
の
機

能
強
化
の
進
め
方
は
。

建
設
課
長　
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
方
針
に
沿
っ
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
示

し
、
庁
内
の
連
携
を
図
り

事
業
を
進
め
る
。

問 

水
質
検
査
と
清
掃
の

実
施
状
況
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。
水
質
検
査

の
未
受
検
世
帯
と
清
掃
の

未
実
施
世
帯
数
は
。
個
人

と
事
業
所
の
内
訳
も
把
握

で
き
て
い
る
か
。

住
民
環
境
課
長　
水
質
検

査
は
、
令
和
６
年
度
に
年

間
５
９
１
件
、
清
掃
は
令

和
６
年
度
に
６
７
１
件
の

未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
所
と
個
別
の
世
帯
の

内
訳
は
把
握
で
き
て
い
な

い
。

問 

浄
化
槽
の
点
検
や
清

掃
は
個
人
の
義
務
か

ら
町
の
水
質
保
全
、
環
境

施
策
の
一
環
と
い
う
意
識

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

町
と
し
て
実
施
状
況
を
把

握
し
、
未
受
検
・
未
実
施

を
生
ま
な
い
仕
組
み
づ
く

り
や
、
支
援
策
を
制
度
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
な

ど
を
考
え
た
上
で
、
今
後

の
取
り
組
み
つ
い
て
、
町

の
見
解
を
問
う
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

公
共
水
域
の
水
質
保
全
、

豊
か
な
水
環
境
を
守
る
た

め
、
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
各
検

査
機
関
事
業
者
と
連
携
を

図
り
、
問
題
を
共
有
し
な

が
ら
、
全
庁
的
に
連
携
し

た
横
断
的
な
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
。

企
画
公
室
長　
デ
マ
ン
ド

乗
合
交
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
分
析
を
行
い
、

利
便
性
が
高
ま
る
見
直
し

を
行
う
。

問 

笠
田
駅
前
の
開
発
を

進
め
て
い
く
上
で
、

複
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を

意
識
し
た
開
発
を
行
う
の

か
、
ま
た
は
地
域
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
利
便

性
向
上
を
意
識
し
た
開
発

を
行
う
の
か
。

町
長　
駅
周
辺
の
開
発
は

住
民
が
中
心
と
な
る
の
で
、

リ
ゾ
ー
ト
施
設
に
引
っ
張

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
観

光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
訪
れ
る

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、

駅
前
で
滞
在
で
き
る
よ
う

な
、
駅
前
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

研修の宿泊費は
公費負担すべき

［こども未来課長］ 宿泊費は参加者の個人負担

滝ノ上万記 議員

青少年指導員は、日々町内の子どもたちを守っています

駅周辺の開発についての考えは

［町長］ 滞在できる駅前開発へ取り組む

山下　慎二 議員

笠田駅前開発をどう進めるのか

水
質
保
全
の
た
め
の
浄
化
槽
点
検
を

［
参
事
］連
携
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
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一
般
質
問

傍聴議会を して 合併浄化槽を使っていますが、年1回の清掃をしてない家があるの
にびっくりしました。[60代] 傍聴議会を して 今まで、政治のことには無関心でしたが、せめて自分の町の政治に

はもっと興味をもたなければと思いました。[60代]



問 
町
内
会
の
歴
史
は
、

昭
和
15
年
に
内
務
省

訓
令
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
。

食
料
の
配
給
・
戦
争
に
対

す
る
防
空
訓
練
・
愛
国
心

の
監
視
シ
ス
テ
ム
と
し
て

戦
時
下
の
国
家
体
制
の
組

織
。
昭
和
27
年
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

禁
止
令
が
失
効
と
な
り
町

内
会
が
復
活
。
本
町
の
自

治
区
と
町
内
会
の
組
織
数

は
。

総
務
課
長　
25
自
治
区
、

１
８
５
町
内
会
。

問 

加
入
率
の
実
態
は
。

総
務
課
長　
実
態
は
掌
握

で
き
ず
。
令
和
７
年
住
民

基
本
台
帳
で
は
７
１
２
０

世
帯
。
広
報
配
布
戸
数
は

５
１
８
９
戸
73
％
で
あ
る

生
き
る
た
め
に

不
可
欠
な
「
水
」
を
守
る

問 

民
間
企
業
に
よ
る

涵か
ん
よ
う養
域
や
水
源
地
周

辺
の
森
林
土
地
取
得
に
よ

る
乱
開
発
を
防
ぐ
こ
と
は

重
要
。
本
町
の
水
道
水
の

95
％
は
地
下
水
を
活
用
し

て
い
る
。
水
資
源
を
安
全

に
確
保
す
る
目
的
の
条
文

は
定
め
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長
補
佐　
本

町
に
お
い
て
、
水
資
源
条

例
に
相
当
す
る
条
文
は
定

め
て
い
な
い
。

問 

昨
年
は
全
国
的
に
夏

の
酷
暑
と
雨
不
足
で

水
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
。

事
業
者
の
山
林
や
土
地
取

得
に
よ
り
、
乱
開
発
を
防

が
、
同
一
敷
地
内
家
庭
も

増
加
の
た
め
、
実
際
の
加

入
率
は
も
う
少
し
高
い
。

問 

自
治
会
（
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
一
定

の
区
域
に
居
住
す
る
人
達

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
団

体
）
は
、
現
在
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
叫

ば
れ
、
役
員
・
運
営
の
担

い
手
不
足
・
高
齢
化
・
近

所
付
き
合
い
の
希
薄
化
・

加
入
率
低
下
・
行
政
か
ら

の
依
頼
事
項
増
加
・
行
事

の
参
加
者
低
下
や
活
動
の

慣
習
化
、
新
旧
住
民
交
流

の
低
下
が
課
題
と
思
う
が

本
町
で
は
。

総
務
課
長　
本
町
で
も
同

じ
。
若
年
層
の
参
加
が
減

少
す
る
と
組
織
の
活
力
が

低
下
。
防
災
活
動
や
清
掃

活
動
、
子
ど
も
や
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
へ
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。

問 

行
政
に
と
っ
て
町
内

会
の
必
要
性
は
。

総
務
課
長　
地
域
社
会
に

重
要
な
役
割
と
し
て
、
①

住
民
の
意
見
を
行
政
に
届

け
る
②
防
災
や
安
全
に
関

す
る
活
動
の
推
進
③
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
寄
与
④

文
化
や
伝
統
を
継
承
、
地

域
活
性
化
・
観
光
資
源
の

価
値
向
上
。

問 

消
防
団
員
の
不
足
に

対
し
、
町
内
会
で
影

響
は
。

危
機
管
理
課
長　
消
防
団

員
の
高
齢
化
と
、
な
り
手

不
足
。
充
足
率
92
・
５
％

で
あ
り
、
若
者
の
価
値
観

変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
報

酬
の
改
善
、
機
材
の
充
実

化
に
よ
る
環
境
整
備
に
努

め
て
い
る
。

問 

サ
ロ
ン
や
老
人
会
運

営
、
孤
独
死
の
問
題

は
。

福
祉
介
護
課
長　
40
・
６

％
の
高
齢
化
率
、
役
員
の

な
り
手
不
足
。
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
孤
独
死
が
数

件
有
り
と
認
識
。
近
隣
の

付
合
い
見
守
り
が
必
要
。

民
生
委
員
の
声
掛
け
見
守

り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
安

否
確
認
を
実
施
。

ぐ
こ
と
で
涵
養
域
の
地
下

水
を
守
る
た
め
「
水
資
源

保
護
条
例
（
仮
称
）」
を

制
定
し
て
は
。

町
長　
大
変
重
要
。
安
全

で
美
味
し
い
水
を
将
来
に

わ
た
っ
て
継
続
・
確
保
し
、

供
給
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
。
一
方
で
水
源
を
守
る

た
め
に
、
個
人
が
所
有
し

て
い
る
財
産
に
規
制
を
か

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
国

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問 

日
本
の
法
律
で
は
、

土
地
の
所
有
権
が
非

常
に
強
い
た
め
、
土
地
売

買
自
体
を
制
限
す
る
こ
と

は
困
難
。
し
か
し
段
階
的

な
手
法
を
提
案
す
る
。

１
段
階
：
取
引
の
事
前
届

出
と
過
料
（
知
ら
な
い
間

に
土
地
を
買
わ
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
）

２
段
階
：
立
ち
入
り
検
査

権
の
明
記
（
水
源
地
な
ど

で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
町
が
調
査
で
き
る
権

限
）

３
段
階
：
勧
告
に
従
わ
な

い
場
合
、
企
業
名
の
公
表

（
不
適
切
な
開
発
を
や
め

さ
せ
る
）

４
段
階
：
許
可
制
と
刑
事

罰
（
悪
質
企
業
に
強
く
挑

む
）

こ
の
４
つ
は
不
適
切
行
為

を
防
ぐ
た
め
に
段
階
的
に

す
る
こ
と
で
有
効
で
は
な

い
か
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

水
源
地
や
涵
養
域
を
守
る

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ

う
な
段
階
を
経
た
取
り
組

み
は
必
要
。
た
だ
し
土
地

の
所
有
権
に
対
し
て
は
、

慎
重
に
事
を
運
ぶ
必
要
が

あ
る
。

問 

雨
は
地
表
を
流
れ
河

川
へ
流
出
す
る
。
そ

の
た
め
地
下
水
へ
浸
透
す

る
水
が
減
る
。
放
棄
さ
れ

た
森
林
・
竹
林
が
増
え
、

大
雨
が
降
る
と
、
土
壌
へ

雨
の
浸
透
が
低
い
。森
林・

竹
林
整
備
の
重
要
性
と
取

り
組
み
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

木
材
生
産
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
防
災
や
水
源
涵

養
な
ど
多
面
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
。
森
林
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
を
実
施

し
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
し
て
整
備
を
行
い
、

森
林
機
能
の
維
持
向
上
を

進
め
る
。

問 

空
き
家
対
策
に
お
け

る
町
内
会
の
役
割
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

町
内
会
は
現
場
課
題
を
解

決
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
。
地

域
の
生
き
た
情
報
提
供
者

で
あ
る
。

問 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け

る
地
域
の
役
割
は
。

教
育
総
務
課
長　
登
下
校

の
見
守
り
活
動
や
地
域
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
性
。

問 
公
民
館
含
む
社
会
教

育
活
動
で
は
。

教
育
次
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
基
盤
の
弱
体
化

は
、
社
会
教
育
関
連
の
組

織
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

す
。

問 

町
内
会
全
戸
加
入
へ

の
想
い
は
。

町
長　
地
域
社
会
の
基
盤

を
支
え
る
重
要
な
組
織
。

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
を
行
う
場
。
加
入

率
を
高
め
る
必
要
性
は
重

要
。
地
域
の
活
性
化
や
、

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

の
確
保
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
住
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

自治区・町内会の必要性

［町長］ 地域社会の基盤を支える重要な組織

水資源保護条例の
制定を求める

［町長］ 大変重要  国の動向を注視する

溝北　好一 議員大山　希世 議員

大薮町内会で作ったごみステーションここまで生い茂ると日が射さず、下層植物も生えない
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一
般
質
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傍聴議会を して 町長がこまっていることによりそい、議会と当局が問題の解決に
むかうように話し合いをしているところが良かったです。[50代] 傍聴議会を して 障害支援、介護認定に対する取り組み方、対応の仕方についても参考に

なった。



問 
町
内
の
若
者
が
進
学

や
就
職
を
機
に
町
外

へ
転
出
し
、
そ
の
ま
ま
戻

ら
な
い
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
地
元
企
業
や
事
業
所

で
は
、
人
出
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
地
域
経
済

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
支
障
を
き
た
す
懸
念
が

あ
る
。
一
方
、
大
学
進
学

に
は
大
き
な
経
済
的
負
担

が
あ
り
、
経
済
的
理
由
か

ら
進
学
を
断
念
す
る
若
者

も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
教
育

支
援
と
地
元
定
着
を
両
立

す
る
方
策
と
し
て
、
地
元

就
職
を
条
件
と
し
た
給
付

型
奨
学
金
制
度
の
導
入
を

再
度
提
案
す
る
。

地
元
定
着
を
条
件
と
し

た
給
付
型
奨
学
金
制
度
は
、

若
者
の
定
着
や
人
材
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状

を
考
え
た
場
合
、
利
用
し

や
す
い
制
度
と
な
る
と
考

え
る
。
も
う
一
度
研
究
、

検
討
で
き
な
い
も
の
か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

中
で
、
将
来
の
本
町
を
支

え
る
人
材
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
町
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
は
当
然
認
識
し
て
い
る
。

提
案
の
地
元
就
職
を
条
件

に
付
す
る
場
合
、
企
業
並

び
に
地
域
と
し
て
の
人
材

確
保
に
は
有
効
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

奨
学
金
制
度
は
支
援
金
額

を
ど
れ
ぐ
ら
い
に
す
る
か
、

財
源
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
の
か
を
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問 

地
元
就
職
を
条
件
に

奨
学
金
を
借
り
て
い

る
人
に
、
返
済
の
助
成
と

い
う
奨
学
金
返
還
助
成
制

度
を
導
入
し
て
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

奨
学
金
に
対
し
て
支
援
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
貸
与

型
奨
学
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
へ

の
支
援
と
い
う
考

え
方
が
基
本
に
な

る
。
職
種
を
絞
っ

て
す
る
場
合
や
金

額
、
そ
れ
と
財
源
、

こ
れ
ら
に
加
え
て

実
際
の
効
果
、
学

生
が
町
内
企
業
を

選
択
す
る
の
か
も

含
め
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ

る
。

問 

本
町
を
持
続

的
に
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、

生
産
労
働
人
口
を

増
加
さ
せ
る
対
策

に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
る
。
子
育

て
支
援
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
転
出
し

て
し
ま
う
人
も
現
実
続
い

て
い
る
。
定
住
環
境
の
整

備
と
と
も
に
、
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
が
今
後
必
要
に
な
っ
て

く
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
本
町
に
と
っ
て
今

一
番
問
題
な
の
は
、
人
口

減
少
問
題
で
あ
り
、
特
に

子
育
て
世
代
の
転
入
を
ど

の
よ
う
に
促
し
て
い
く
か

で
あ
る
。
奨
学
金
の
返
済

支
援
は
、
で
き
れ
ば
一
番

望
ま
し
い
。
た
だ
、
そ
こ

ま
で
協
力
で
き
る
企
業
の

職
種
は
少
な
い
と
思
う
。

問 

隊
員
の
受
入
れ
実
績

と
現
在
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

延
べ
18
人
を
受
け
入
れ
た
。

活
動
エ
リ
ア
は
、
花
園
、

新
城
、
四
郷
、
御
所
、
天

野
。
定
住
し
て
い
る
の
は

天
野
地
区
３
人
、
花
園
地

区
１
人
、
御
所
地
区
１
人

の
計
５
人
。

現
在
は
天
野
地
区
で
１

人
、
四
郷
地
区
で
１
人
が

活
動
し
て
い
る
。

問 

募
集
す
る
と
き
、
隊

員
と
し
て
適
任
か
な

ど
調
査
方
法
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

書
類
審
査
と
面
接
を
中
心

に
実
施
し
た
。

問 

選
考
は
選
考
委
員
会

で
決
定
す
る
。
委
員

と
情
報
を
共
有
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

提
出
し
た
書
類
と
当
日
の

面
接
の
み
で
選
考
す
る
た

め
、
判
断
材
料
が
極
め
て

限
定
的
で
あ
っ
た
。

問 

令
和
８
年
度
の
予
算

で
、
農
業
の
担
い
手

の
確
保
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
の
抑
制
を
目
的
に
、

協
力
隊
を
２
人
募
集
す
る

計
画
で
あ
る
。
隊
員
と
し

て
適
任
か
、
誰
が
ど
う
判

断
す
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長　
選
考
委

員
を
予
定
し
て
い
る
。
選

考
は
、
書
類
審
査
と
面
接

で
対
話
を
重
視
す
る
。
地

域
に
馴
染
め
る
か
協
調
性

を
備
え
て
い
る
か
。
志
望

動
機
に
具
体
性
が
あ
り
、

任
期
後
の
定
住
を
見
据
え

た
事
業
計
画
を
描
け
て
い

る
か
。
何
よ
り
自
発
的
に

地
域
へ
溶
け
込
み
、
本
町

の
農
業
課
題
の
解
決
に
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
む
か

な
ど
、
多
角
的
な
評
価
に

よ
っ
て
見
極
め
た
い
。

問 

隊
員
の
活
動
と
地
域

の
思
い
と
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
起
こ
ら
な
い
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
も
活
用

し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
、

募
集
す
る
案
件
の
特
性
や

地
域
の
受
入
れ
体
制
に
合

わ
せ
、
お
た
め
し
地
域
協

力
隊
や
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

問 

財
政
措
置
で
は
、
隊

員
１
人
当
た
り
５
５

０
万
円
が
上
限
。
そ
の
う

ち
報
償
費
３
５
０
万
円
、

月
割
り
で
約
29
万
１
６
０

０
円
と
な
る
。

本
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
設
置
要
綱
で
は
報
酬

月
額
20
万
円
。
職
務
の
内

容
と
活
動
が
マ
ッ
チ
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
報
酬
の

見
直
し
な
ど
、
要
綱
の
改

正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
） 

活
動
内
容
は
具
体
的
内
容

に
改
め
た
い
。
報
酬
は
、

一
律
月
額
20
万
円
と
い
う

部
分
は
廃
止
し
、
国
の
算

定
基
準
の
上
限
額
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
活
動
の
専

門
性
や
困
難
度
な
ど
に
よ

る
柔
軟
な
金
額
と
し
た
い
。

問 

隊
員
が
募
集
し
た
活

動
内
容
を
満
た
す
た

め
に
は
、
人
選
に
力
を
入

れ
る
必
要
が
あ
る
。
協
力

隊
の
受
入
れ
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

町
長　
地
域
活
性
化
の
担

い
手
を
確
保
す
る
だ
け
で

な
く
、
本
町
の
魅
力
を
と

も
に
磨
き
上
げ
る
貴
重
な

人
材
と
し
て
迎
え
た
い
。

人
選
に
力
を
入
れ
、
定
住

が
可
能
に
な
る
人
材
に
来

て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
大

事
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

み
た
い
。

現
実
的
に
は
厳
し
い
。
ま

ず
は
、
子
育
て
世
代
支
援

を
充
実
さ
せ
Ｕ
タ
ー
ン
を

促
し
た
い
。

給付型奨学金制度の再検討を

［町長］ まずは子育て世代のUターンが先決

藤本　憲一 議員

未来のまちづくりに役立つ人材のＵターンに期待したい

地域おこし協力隊の
受け入れ充実

［町長］ 定住可能な人選に力を

浦中　隆男 議員

天野地域で活動している協力隊の清水さん

2026.5.1  109号 │ 2223 │ 傍聴議会を して 個人の感情に流されすぎでは。[60代] 傍聴議会を して 区長の仕事内容や民生委員の活動等をたずねる場面がありました。このような内容は
個別に調べれば分かることでわざわざ議会で質問するようなことではないと思います。[60代]

一
般
質
問



西
渋
田
地
内
の
企
業
を
訪
問
。
第
一
の
訪
問

先
で
あ
る
「
松
阪
興
産
株
式
会
社
」
で
は
、
工

場
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
製
品
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
製
造
現
場
に
て
詳
細
を
聞
く

こ
と
に
。
第
二
の
訪
問
先
で
あ
る
「
和
田
精
工

株
式
会
社
」
で
は
、
新
し
い
社
屋
で
ロ
ボ
ッ
ト

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
介
護
用
品
を
作
っ
て

お
り
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
た
。
両
企
業
と
も
人
手
不
足
を
苦
慮
し
て
お

り
、
委
員
会
と
し
て
今
後
取
り
組
む
課
題
を
認

識
し
た
。

本
委
員
会
は
、
現
在
の
議
員
の
た

め
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
り
多
様

な
人
材
が
議
会
に
参
加
で
き
る
環
境

を
整
え
る
目
的
で
、
昨
年
11
月
か
ら

議
員
間
討
議
を
中
心
に
検
討
中
で
あ

る
。報

酬
に
つ
い
て
は
、
議
会
活
動
と

議
員
活
動
の
日
数
を
基
に
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
考
に
算
出
。

定
数
に
つ
い
て
は
、
最

近
の
議
員
活
動
は
多
様

化
・
高
度
化
し
て
お
り
、

行
政
課
題
の
複
雑
化
や

専
門
性
の
要
求
が
高
ま

る
現
状
を
考
慮
し
、
担
い

手
確
保
・
議
会
機
能
維
持

に
重
点
を
お
き
、
財
政
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
体

的
な
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

初
め
て
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
同
士
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
考

え
を
出
し
合
っ
た
上
で
、
第
一
段

階
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の
取

り
組
み
か
ら
始
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
役
場
は
あ
る
程
度
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
向
け
取
り
組
み
始
め
て

い
る
た
め
、
議
会
が
後
を
追
い
か

け
る
形
と
な
る
。
次
回
は
現
在
の

取
り
組
み
内
容
や
、
ど
こ
ま
で
の

業
務
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
す
る
の

か
な
ど
、
今
後
の
見
通
し
を
所
管

課
と
共
有
す
る
予
定
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
高
額
医
療
費
で
算
定

誤
り
が
あ
り
、
追
加
支
給
世
帯
22
世
帯
61
件
に

対
し
、
通
知
文
と
申
請
書
を
送
付
し
、
速
や
か

に
手
続
き
を
進
め
事
務
を
完
了
し
た
。
町
は
、

今
後
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
行
い
、
再
発
防
止

に
努
め
る
。

そ
の
他
、
第
３
次
か
つ
ら
ぎ
町
健
康
増
進
計

画
の
取
り
組
み
や
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
の
説

明
も
あ
り
、
今
後
も
注
視
し
な
が
ら
委
員
会
を

進
め
た
い
。

久
し
ぶ
り
に
町
内
の
企
業
訪
問

製造工程の説明を受ける（松阪興産株式会社）議員間でさまざまな思いを議論

ま
ず
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る環

境
整
備

パソコン活用でペーパーレスの実現を目指す

議
員
定
数
・
報
酬
調
査
特
別
委
員
会

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

高
額
医
療
費
の
算
定
誤
り

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
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委
員
会
報
告

傍聴議会を して 質問する人（例 民生児童委員であれば質問する時に各委員の事を各
聞くなど勉強した上で質問する事）の勉強のなさがざんねんである。

[80代
以上] 傍聴議会を して 実際の議員さん方や役場の方々の熱をおびたやりとりに感心させ

られました。[60代]



▲両市町で活用されていた
　「キエーロ（生ごみ処理容器）」
この中で黒

くろつち
土と生ごみを入れて混

ぜておくと、土の中の微生物が生
ごみを食べて、生ごみはなくなる。

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を
公
表
し
て

い
る
奈
良
県
斑い

か
る
が鳩
町
と
、
全
国
10
万
か
ら
50
万

人
の
人
口
を
有
す
る
自
治
体
の
中
で
、「
一
人

当
た
り
の
１
日
に
排
出
す
る
ご
み
の
量
が
少
な

い
自
治
体
」
と
し
て
全
国
２
位
の
静
岡
県
掛か

け
が
わ川

市
を
視
察
。
取
り
組
み
で
共
通
し
て
い
た
の

は
、
地
域
を
ご
み
の
少
な
い
街
に
し
た
い
と
い

う
「
自
治
体
の
熱
意
と
根
気
強
さ
」
が
住
民
に

伝
わ
り
、
行
動
に
つ
な
が
っ
た
。
７
月
の
改
選

ま
で
に
委
員
会
と
し
て
本
町
に
必
要
な
政
策
提

言
を
し
た
い
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
兵
庫
県
新
温
泉
町
へ
視
察

研
修
を
実
施
。
新
温
泉
町
は
戦
略
的
か
つ
実
利

的
に
制
度
を
活
用
し
て
お
り
、「
既
存
の
地
域

資
源
を
ど
う
動
か
す
か
」
と
い
う
点
に
協
力
隊

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
紐
づ
け
て
い
る
。
ま

た
「
プ
ロ
セ
ス
」
の
可
視
化
と
情
報
発
信
（
活

動
報
告
書
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
具
体
的
で
あ
り
、
志

の
高
い
候
補
者
を
引
き
寄
せ
、
質
の
高
い
人
材

が
継
続
的
に
流
入
す
る
好
循
環
を
作
っ
て
い
た
。

栃
木
県
那な

珂か

川が
わ
町
議
会
に
対
し
、
２
つ
の
委
員
会
で
合
同
視
察
を
行
っ

た
。
同
議
会
は
、
活
発
に
各
種
団
体
や
高
校
生
と
懇
談
会
を
開
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
工
夫
を
し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
政

策
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
は
、
複
数
の
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
話
し
合
う
の
で
、
発
言
し
な
い
人
は
な
い
と
い
う
楽
し
い
状

況
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
町
で
も
住
民
懇
談
会
を
政
策
議
論
の
場
に
し
た
い
。

昨
年
が
５
位
だ
っ
た
の
で
大
躍
進
だ
っ
た
。
第
40
回
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
の
は
、
９
２
６
町
村
中
３
３
１
町
村
、
自
信

作
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
。

一
昨
年
か
ら
視
察
に
来
る
市
町
村
が
増
え
た
。

入
賞
を
報
告
す
る
と
編
集
会
議
に
笑
顔
が
溢
れ
た
。

隊
員
は
共
に
地
域
を
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー受け入れ体制充実が成功のカギ（新温泉町）

発言しやすい環境づくりを学ぶ

全
国
２
位
に
な
り
ま
し
た

懇
談
会
はワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
で

このメンバーで全国2位（優秀賞）入賞

議
会
運
営
委
員
会
・
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

地
球
を
ま
も
る
ご
み
問
題

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
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視
察
研
修
報
告

傍聴議会を して 議員も町側も住みやすいかつらぎ町にするため真摯な議論がされ
ていることに感銘を受けた。[60代] 傍聴議会を して 個人的な問題に終始されている議員さんもいて聞いていて不快で

した。[60代]



中学３年生の社会科で政治につ
いて学習しました。

今回、授業を開催していただき
、子どもたちの理解度が増した

ようです。

先生の声

これまで以上に関心を持ってニュースを見るようにする遠い世界の話だと
思っていた政治や議会が身近でとても大事なものだと思った

政治の仕組
みが

以前よりも

理解できる
ように

なった

令
和
8
年
6
月
会
議

月　日 曜日 種　別 内　　容

５月 28 日 木 本会議
 議会運営委員会の報告
 諸報告
 提出議案説明

29 日 金 休　会
30 日 土 休　日
31 日 日 休　日

６月　１日 月 休　会
２日 火 委員会  総務産業常任委員会
３日 水 委員会  厚生文教常任委員会
４日 木 委員会  広報広聴特別委員会
５日 金 休　会
６日 土 休　日
７日 日 休　日
８日 月 本会議  一般質問
９日 火 本会議  一般質問【予備日】

10 日 水 委員会
 庁舎建設調査検討特別委員会
 デジタル化推進特別委員会

11 日 木 休　会

12 日 金 本会議  議案質疑～採決
 委員長報告

13 日 土 休　日
14 日 日 休　日
15 日 月 本会議  【予備日】

令和８年６月会議

映像配信よりも議場で傍聴した方が
迫力があって断然良いという意見も
あります。
6 月会議は、改選前の最後の会議にな
ります。
ぜひお越しください。

議会だより編集委員からのお願い

生徒の声いろ
いろ

会
議
日
程
の
お
知
ら
せ

大原委員

令
和
８
年
１
月
27
日
、
広
報

広
聴
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

５
人
は
、
妙
寺
中
学
校
と
笠
田

中
学
校
を
訪
問
し
、
両
校
の
中

学
３
年
生
を
対
象
に
主
権
者
教

育
を
目
的
と
し
た
出
前
授
業
を

行
っ
た
。

こ
の
授
業
は
、
将
来
の
住

民
自
治
を
担
う
若
い
世
代
に
対

し
、
政
治
や
行
政
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
や
、
主
権
者
と
し

て
自
ら
考
え
た
上
で
投
票
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
た
。

授
業
で
は
、
ま
ず
担
当
議
員

が
地
方
議
会
の
役
割
や
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
生

徒
た
ち
は
「
か
つ
ら
ぎ
町
の
良

い
所
は
」
や
「
か
つ
ら
ぎ
町
の

問
題
点
は
」「
ど
う
す
れ
ば
町

は
住
み
や
す
く
な
る
か
」
な
ど

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
報
告

初
め
て
の

主
権
者
教
育
を
実
施

の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を

行
っ
た
。

今
後
も
若
い
世
代
が
政
治
を

よ
り
身
近
に
感
じ
、
将
来
の
主

権
者
と
し
て
必
要
な
視
点
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

に
工
夫
を
重
ね
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
を

委
員
会
と
し
て
確
認
し
た
。

ＳＮＳの情報だけを信じるのではなく色んな情報を集めて判断しようと思った

2026.5.1  109号 │ 2829 │ 傍聴議会を して マイナンバーカード更新の件など、インターネットで調べられる様
なことまで、質問することに疑問を感じました。[60代] 傍聴議会を して 出席議員さんについては質問の有無も含め温度差がありました。[60代]

会
議
日
程
の
お
知
ら
せ



本会議
各議員、議案に疑問をもった

ことを的確に質問していたこ
とは町民としていいことだと感
じました。

	 （西
にし

村
むら

　寧
やす

人
ひと

さん）

無資格の保育士の追加の件
（こども誰でも通園制度）につ
いて、無資格の研修時間を何時
間する予定なのか。サポート体
制はどうなっているのか（※Q）。

	 （城
じょう

　貴
たか

彦
ひこ

さん）

議員定数・報酬調査特別委員会
わが町の人口構成では、女性の方が多い。それ

に関わらず、女性議員お一人こそが問題だといつ
も思っております。

	 （西
にし

　宏
ひろ

紀
き

さん）
※A.通園制度へのアンサー

こども誰でも通園制度は、職員の
うち半数以上が保育士資格者、残り
は、研修修了者でも可。研修は、基本・
専門、実習に分かれており、受講する
必要がある。 108号の記事に対するお詫び

108 号 7 ページの「地域おこし協力隊の
仕組み作りが必要」という記事に対し、厳
しいご指摘をいただきました。掲載した言
葉によって、隊員を支えようと尽力された
地域の人々の尊厳を傷つけてしまいました。 

原因は、編集委員の制度に対する認識不
足にあります。地域の人々への取材を怠り
記事を構成したことは、取り返しのつかな
い過ちでした。心よりお詫び申し上げます。 
「かけはし」の名に恥じぬよう編集を改善

し、議員活動を通じて信頼回復へ努力を重
ねる決意です。

議会だより編集特別委員会
委員長　東芝  弘明

議会だより
生徒の意見等が今後の議会

運営に反映していただければあ
りがたいです。出前授業の継続
を望みます。

	 （西
にし

　宏
ひろ

紀
き

さん）

・や
り
と
り
で
か
み
合
っ
て
い
な
い
時
も
あ
る
が
、

町
議
会
は
真
摯
に
や
れ
て
い
る
と
思
う
。

・高
齢
者
の
方
か
ら
、デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
が
実
施
さ
れ
、

最
初
の
月
は
無
料
だ
し
、本
当
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

・議
場
で
傍
聴
す
る
よ
り
、委
員
会
の
傍
聴
の
方
が
良
か
っ
た
。

・「
議
会
か
わ
ら
版
」の
よ
う
な
も
の
を出し

て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。

・議
員
が
こ
れ
だ
け一生
け
ん
命
や
っ
て
い
る
の
で
、

報
酬
を
あ
げ
る
の
は
当
然
。

・報
酬
は
安
い
と
思
う
。予
算
が
な
い
の
な
ら
、定
数
を
減
ら
す
し
か
な
い
。

・報
酬
を
あ
げ
て
も
、定
員
を
減
ら
す
と
意
味
が
な
い
。

・今
の
報
酬
額
で
は
、生
活
で
き
な
い
の
で
は
。

・報
酬
額
が
30
万
円
か
ら
40
万
円
な
ら

選
挙
に
出
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
の
で
は
。

・モ
ニ
タ
ー
に
は
、私
た
ち
の
活
動
を
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
員
が
地
域
に
出
向
い
て
の
懇
談
は
で
き
い
て
な
い
。

厳
し
い
意
見
も
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
定
数・報
酬
に
つ
い
て

３
月
５
日
、議
会
モ
ニ
タ
ー
６
人
と
議
員
12
人
に
よ
る
懇
談
会
を
実
施
し

た
。今
回
は「
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
振
り
返
っ
て
」と「
議
員
定
数・報
酬
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
、二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談
し
た
。出
さ
れ
た
意

見
を一部
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
振
り
返
っ
て

議
員
の
声

議会モニターとの懇談会
町民の声を議会運営に反映するため、

議会モニター制度を実施している。
提出された感想などレポートの一部を
原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和７年度

大
原
清
明
議
員
が
27
年
以
上
の
議
員
歴

と
な
り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

表  

彰

議
員
27
年
感
謝
状
贈
呈
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傍聴議会を して 予算質疑でしたので、質問しない議員さんもいらっしゃったのです
ね。[70代] 傍聴議会を して 国会のように通告に基づいて質疑していると思っていましたが、

真剣なんですね。[70代]



Ｑ 

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の

感
想
を
。

Ａ
議
会
だ
よ
り
は
い
つ
も
目

を
通
し
て
い
ま
す
。
内
容

が
分
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て

い
て
、
町
の
こ
と
を
知
る
た
め

の
大
切
な
情
報
源
で
す
。

手
網
焙
煎
に
つ
い
て

生
豆
を
金
網
に
入
れ
、
直
火

で
振
り
な
が
ら
焼
き
上
げ
る
焙

煎
方
法
で
す
。
歩
里
人
珈
琲
で

は
、
生
豆
を
手
選
別
し
、
自
作

の
道
具
も
生
か
し
な
が
ら
、
豆

の
個
性
を
引
き
出
す
味
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

か
つ
ら
ぎ
町
へ
移
住
し
た

経
緯
は
。

Ａ
和
歌
山
が
好
き
で
、
こ
の

土
地
で
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
外
か
ら
人
が
訪
れ
、
和

歌
山
の
良
さ
も
伝
え
ら
れ
る
場

所
を
探
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
を
選

び
ま
し
た
。

Ｑ 

起
業
支
援
を
活
用
し
、
喫

茶
店
を
は
じ
め
よ
う
と
し

た
き
っ
か
け
は
。

Ａ
町
内
の
人
や
商
工
会
か
ら

起
業
支
援
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
も

と
塾
の
仕
事
の
傍
ら
、
イ
ベ
ン

ト
で
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ 「
歩ぽ

里り

人と

」
の
名
前
の
意

味
は
。

Ａ
地
元
を
大
事
に
し
、
そ
の

良
さ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。Ｑ 

こ
の
店
の
コ
ー
ヒ
ー

の
こ
だ
わ
り
は
。

Ａ
豆
の
個
性
を
活
か
し

た
味
わ
い
を
、
難
し

焙煎大会で異例の上位入賞

13年前に紀の川市から本町移
うつり

地区に移住され、町の起業支援補
助金を活用して「歩里人珈琲」を開
業し、町の活性化を目指して頑張っ
ている岩本克也さんを紹介します。

い
手
網
焙
煎
で
丁
寧
に
表
現
し

て
い
ま
す
。
国
内
の
焙
煎
競
技

会
で
2
度
準
優
勝
し
、
全
国
大

会
で
も
入
賞
す
る
な
ど
、
磨
き

続
け
た
焙
煎
技
術
で
多
彩
な
味

わ
い
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

将
来
の
夢
は
。

Ａ
事
業
を
通
し
て
和
歌
山
の

魅
力
も
伝
え
、
か
つ
ら
ぎ

町
を
目
指
し
て
来
て
も
ら
え
る

店
に
し
た
い
で
す
。

Ｑ 

本
町
の
印
象
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
こ
の
町
に
来
て
か
ら
、

日
々
の
中
で
人
の
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域

と
の
つ
な
が
り
に
も
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

手
て

網
あみ

焙
ばい

煎
せん

 歩
ぽ

里
り

人
と

珈琲
岩
いわ
本
もと
 克
かつ
也
や

さん

奥さんの美
み

葵
き

子
こ

さん（写真右）と、ご両親とで家族経営をしています
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